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SDGsセミナー「地球環境と未来の陶磁器を考える！」開催のご案内

令和4年10月19日(水) 16:00～18:00

セラミックパークMINO イベントホール
〒507-0801 岐阜県多治見市東町4-2-5 TEL：0572-28-3200

『地球環境と未来の陶磁器を考える！』
SDGs、カーボン・ニュ―トラル、サーキュラーエコノミー、ネイチャー・ポジティブ…地球環
境制約がどんどん厳しくなる中で未来の陶磁器とはどんな価値を持てばよいのだろうか?
バックキャストという思考で考えて見よう!

石田秀輝(いしだひでき)氏
2004年(株)INAX(現LIXIL)取締役CTO(最高技術責任者)を経て東北大学教授。退職後、2014年鹿
児島県沖永良部島に移住し、私塾『酔庵塾(すいあんじゅく)』を開き持続可能な地域づくりを進
めながら、新しいライフスタイルである『間抜けの研究』を開始。2019年10月から(一社)サステ
ナブル経営推進機構理事長として持続可能な社会に求められるビジネス創出へ向けて挑戦中。

無料(入場時に検温、マスク着用の確認を行います。また、発熱等の症状がある場合は出席自粛を
お願いします。)

最大50名(先着順)

当所ホームページ(https://www.ceram.rd.pref.gifu.lg.jp/)に掲載の申込書にご記入の上、下記ま
でお申込ください。
〒507-0811 岐阜県多治見市星ヶ台3-11 TEL：(0572)22-5381 FAX：(0572)25-1163
e-mail：info@ceram.rd.pref.gifu.jp (担当：加藤)

令和4年10月14日(金)

平素より当所の事業にご理解と協力を賜り、厚く御礼申し上げます。この度当所及び岐阜県陶磁器産業連盟は、
セラミックス製品開発の一助として講演会を開催します。今回はSDGsをテーマに一般社団法人サステナブル経営推
進機構理事長石田秀輝氏を講師にお招きして、『地球環境と未来の陶磁器を考える!』という演題で、ご講演を承り
ます。是非ともご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

■開 催 日：

■開催場所：

■演 題：

■講 師：

■受 講 料：

■定 員：

■申込方法
及び

申 込 先：

■申込期限：

https://www.ceram.rd.pref.gifu.lg.jp/
mailto:info@ceram.rd.pref.gifu.jp
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次世代企業技術者育成事業基盤技術研修「食器の退色度評価」課程開催のご案内

令和4年10月14日(金) 13:30～16:00
当所材料加工室、原料調整室、製品研究室 岐阜県多治見市星ヶ台3-11
・JIS S 2403 についての説明
・試験方法の実習

1) 試験溶液の調製
2) 食洗器の繰り返し使用に相当する浸漬試験
3) 退色度の評価

岐阜県内に事業所を有する中小企業者またはその従業員の方
（飲食器の製造、品質管理を行う方に向けての研修です。）
当所職員
8名
(※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，少人数で開催します。同一企業1名様まででお
願いします。定員を超えた場合は抽選とさせて頂きます。)
無料
受講申込書に必要事項をご記入の上、以下の申込先にＦＡＸまたは郵送でお申
込みください。
令和4年10月7日(金) 必着
当所ホームページ(https://www.ceram.rd.pref.gifu.lg.jp/)に掲載の受講申込書に必要事項をご記
入の上、以下の申込先にFAXまたは郵送でお申込みください。
〒507-0811 岐阜県多治見市星ヶ台3-11 TEL：(0572)22-5381 FAX：(0572)25-1163
e-mail：info@ceram.rd.pref.gifu.jp (担当：齋藤、尾畑)

岐阜県では、品質管理や生産管理等の基盤技術に関する技術力の向上を目的として、「次世代企業技術者育成事
業基盤技術研修」を実施しています。その一課程として、当所では加飾が施された食器の退色度を評価する「ボー
ンチャイナ製食器の洗浄に対する化学的耐久性試験方法(JISS 2403)」の試験方法に関する研修を開催いたします。
本研修では、JIS S 2403 に準拠した試験を実施する際の手順や退色度の評価方法をご紹介します。

■日 時：
■会 場：
■内 容：

■受講対象：

■講 師：
■定 員：

■受講費用：
■申込方法：

■申込締切：
■問 合 せ

及び
申 込 先：

インターンシップの受け入れを実施しました

泥漿鋳込みの様子

7月28日と29日に、多治見工業高校から来所した
2名のインターンシップを受け入れました。

1日目には所内見学、泥漿鋳込み、曲げ試験、電
子顕微鏡観察と釉薬カラーライブラリー見学を行
い、2日目にはレーザー顕微鏡観察、食器の退色度
試験、定性分析、衝撃試験と食器への加飾体験を
実施しました。
それぞれの内容に当所職員が対応し、体験者は

初めて経験する操作などに戸惑いながらも、興味
・関心を持って取り組んでいました。

曲げ試験の様子
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